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　戦時下にも中断されなかったお祭り
　　　　　～昭和二十年の社務日誌より～

　第二次世界大戦終結６０周年の平成１７年２月、

御神庫の中に埋もれていた一冊の社務日誌が発見さ

れた。当時の宮司さんが一日として欠かすことなく

書き綴った社務日誌でした。戦時下における神明宮

を中心として記述されていました。１月１日より綴

られている内容の一部をここに紹介させて解説させ

ていただきます。

一月一日

　前日午後三時大祓式終了後出仕。三十一日午後八時三十分空襲警報発令。十時三

十分警報解除。一月一日午前六時半頃より参拝者続々と初詣す。午前八時歳旦祭奉

行す。午後八時社務終了。

一月二日

　午前九時元始祭奉行。午前十時元能見町、宇都野鈴夫、小滝一夫、成瀬正一氏入

営に付き祈願祭奉行す。午後一時三十分Ｂ２９約七十機空襲あり警戒。午後四時解

除。

（正月にも戦争の影が見られ、日誌には氏子内外の入営の報告、無事を祈る祈願祭

が奉行され、空襲警報の時間も克明に記載され、当時は月次祭（つきなみさい）の

他に月の初めに元始祭が行われ、戦時下の神社の営みがよく分かります。）

五月十一日

　午前八時元能見町、午前九時材木町、午後一時北能見、無事の祈願祭

五月十三日

　午後一時出仕例大祭準備。午後三時退社。

五月十四日

　午前七時空襲発令Ｂ２９四百機来襲。警備神社被害なし。午前十時解除。

　午前十時より各町小屋明け整備。

　午後五時前夜祭奉行す。


